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ルシェ・ド・ラ・ポエジー」などでも朗読。

北尾　謙治（同志社大学文化情報学部教授）
Kenji Kitao（Professor, Faculty of Culture and Information Science, Doshisha University）
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編 集 後 記

　文化情報学会の運営編集委員会は、2007年度か
らメンバーがかなり入れ替わった。創設以来、学会
の開催、行事の流れ、雑誌の体裁のスタイルなどを
決定していただいた前委員の方々の御蔭で、一応は
スムースに出発できた。その後の事を記録しておき
たい。
　田口委員の采配により、舞踏家大野一雄氏のビデ
オ鑑賞会を行った。当日映写されたビデオは整然と
した舞台記録ではなく、手ブレも多い異様に臨場感
のあるもので感動した方も多かったであろう。分野
的に阪田委員との関係も深い。これに因みさる画像
を表紙に使おうとしたのだが、諸般の事情で断念し
た。大学の学会が発行する学術雑誌として、アカデ
ミックな権利尊重とともに、芸術家の権利も尊重せ
ねばならない。
　大学院開設記念の講演会は学会共催であり、時期
的な事情もあって大変盛況であった。
　学会の大会で大学院後期課程院生による発表を
得た。工学部や立命館大学 GCOE関係の方の出席
もいただき、活発な質疑が行われた。なおこの学会
の折の特別講演については、次号で紹介予定であ
る。大学院生の発表会はその後一度、前期課程院生
も含めて行なわれた。その折には、日本文化への理
解という点で考えさせられることも多かった。いわ
ゆる“外人の日本理解”とも通ずるところがあるか
もしれない。しかし、見識を伴い研究対象を論述上
制限することと、業績のネタとして扱うこととはま
た別である。精密と瑣末も似て非なるものである。

　本誌の編集は主に高橋委員が担当した。これまで
の体裁を継承しつつ、今回大幅な変更を行った。単
なる印刷所としてではなく、編集者として御協力を
いただいた創文堂印刷殿には一同誠に感謝してい
る。時には、数時間で組版の体裁を変更したプルー
フを戴いたこともあった。時代に相応しくデータは
Online Storageでのやり取りであり、校正も PDFに
直接行うなど、進んだ月刊雑誌並みの出稿・校正で
あった。
　主な変更点としては、版面を決めたこと、縦書き
原稿の部分を相応しい体裁にしたこと、フォントへ
の考慮などである。縦書きの部分では、正字や合字
も取り入れ、柱を立てた。編集に入ってから慌てて
整備せねば成らなかった事項もあり、投稿規程や査
読体制の確立、投稿者への投稿要領の周知徹底な
どは今後の課題として残された。印刷所は伝統的
に tiff, epsの画像を好む。ベクターな epsを tiffに
するのは当を得ないこと、アウトラインを埋め込ま
ないと印刷では異なるフォントで文字幅や間隔が
異なる、など著者側が理解していないとトラブルが
発生する。B指定での太字は印刷に使うべきではな
く、無用な影も邪魔である。英文の場合、ハイフネー
ションの忌避程度と語間調整処理とのバランスが
難しい。このような二段組では一行の文字数が少な
い為に様々な状況が起こる、日本語の場合はやむを
得ず字間調整をすることもあるが、英語の場合は極
力語間調整で行う（TeXの様に文末では若干広く
することもある）。著者側と編集・印刷側の齟齬が
発生しないようにせねばならない。
　来年度からは、年間二冊の発行とできるように、
委員一同考えている。　　　　　　　　　（竹幽斎）


